
2024年度 休眠預⾦事業（通常枠） ソーシャルビジネス形成⽀援事業
住宅確保困難者向け事業モデルの構築⽀援事業
資⾦分配団体：⼀般社団法⼈ソーシャル・イノベーション・パートナーズ

採択団体（申請申込順）
団体名 事業名 事業概要 選定理由 助成額（※）

⼀般社団法⼈
Masterpiece

親を頼りづらい若者のため
の短期・中期的滞在場所と
してのステップハウスによ
るサポート事業

現在の⽇本では親を頼りづらい18歳未満の⼦どもたちへの公的援助は保障されているが、18歳以降の⽀援は少ない。虐待などの逆境体験はその
時だけでなく、その後の⼈⽣にも⼼的外傷後ストレス障害（PTSD）などの影響を与え、⻑期間または⼀⽣涯その症状と付き合っていかねばな
らない。そういった背景によって親を頼りづらい若者たちは職場や交友関係においてストレスを受けやすく、⼼⾝の体調を崩し⽣活困窮に陥り
やすい。
住居を失った（失いつつある）若者や、虐待環境下にある若者、⽣活を⽴て直したい若者のためのステップハウスを設け、数カ⽉程度滞在でき
る場所を確保する。住居だけではなく、各種相談や、⾷料⽀援、居場所⽀援、⼼理カウンセリング、引っ越し⼿伝いなどもしており、各利⽤者
のニーズに合わせたサポートを⾏っていく。2軒のステップハウス（1軒は短期・中期的場所、もう1軒は中⻑期的場所）の設置をし、運営ス
キームをまとめ外部への展開を⽬標とする。
ファンドレイジングを実施し、ステップハウスの運営が持続的に鳴ること、持続的に次拠点が⽴ち上げ可能となることを⽬指す。また、収⽀モ
デルやファンドレイジングのノウハウを発信できるように取りまとめ、活⽤されることを⽬指す。
不動産関係者や⼤家、また住居サポートを⾏いたい市⺠を対象に、視察・ノウハウシェア会を実施し、地域資源の開拓や貸し⼿への働きかけを
⾏い、担い⼿の増加を⽬指す。

・周囲のサポーターから⽀援⼈材を獲得し、実地での3次
選考まで⾏うことで⼈材⾯での実⾏可能性を⽰している。
また借り⼊れを活⽤し物件確保の⽬途も⽴っており、事業
の実⾏性や事業展開の可能性の⾼さを評価した
・制度の狭間に置かれやすい20代前後の若者にとって、⾃
⽴のための「蓄え」を作る場は重要であり、⽀援のソフト
⾯（知識やノウハウ）とハード⾯（運営・⼈員確保）の両
⾯を考慮したモデル化が期待できる

総額：37,500,000円
内訳：直接事業費 32,010,000円
   管理的経費 3,990,000円
   評価関連経費 1,500,000円

認定NPO法⼈
ピッコラーレ

未婚若年⺟⼦や若年妊婦の
暮らしを⽀えるワンストッ
プ⽀援拠点事業

NPO法⼈ピッコラーレは、孤⽴する若年妊婦に対し⼀時的な住まいを提供する「ぴさら」を4年間運営してきた。この取り組みにより0ヶ⽉0⽇
の虐待死につながる孤⽴出産を防ぐことができている。しかし、「ぴさら」を利⽤する若者は今まで⽣き延びてきたものの、安定した暮らしを
経験したことがなく、⼀時的な住まいの提供に加え、⽣活基盤を築くためのケアが不可⽋であることがわかってきた。
彼らが地域で新たな住まいを得る際に直⾯する課題は「家（house）」そのものではなく「その家での暮らし（home）」である。育児・家事の
経験が乏しく、社会的なつながりも希薄な彼らにとって、地域での暮らしを軌道に乗せるには、継続的な伴⾛⽀援と⾝近な⼈々による温かな⾒
守りが必要である。
未婚若年⺟⼦の経済的⾃⽴のためには、暮らしを⽀える地域住⺠を育て、彼らが⾃⽴して⽣活できる環境が必要である。本事業は、地域の⽀援
者や住⺠と協⼒し、家事・育児のサポート、相談の場の提供、コミュニティ活動への参加促進などを⾏い、孤⽴を防ぐ仕組みに加え、収⽀モデ
ルの型化とファンドレイズノウハウを構築・共有をし、⽀援団体に活⽤されることを⽬指す。
「住まい」を⽀援のゴールとせず、その先の「暮らし」を⽀える⽀援ノウハウを取りまとめ、共有することで、未婚若年⺟⼦が安⼼して⼦ども
を育て⾃らの⼈⽣を築いていける社会を⽬指す。

・⽀援実績に裏付けられた充分なノウハウを持っており、
⼦育てをする上で⽋かせない地域コミュニティへの参画を
深める⽅向性を評価した。豊島区やURとの実績など、社
会資源や連携先の開拓も進んでおり、新たな居住⽀援モデ
ルの構築やその横展開の可能性が⾼く、新たな⽀援モデル
として社会的影響を与えることが⼤いに期待される。

総額：37,500,000円
内訳：直接事業費 31,236,500円
   管理的経費 4,763,500円
   評価関連経費 1,500,000円

NPO法⼈
サンカクシャ

親を頼れず住まいを失う若
者への居住⽀援事業

近年、増加している「家にいたくない」「家を追い出される」若者に対して、安⼼できる住まいの提供を⾏い、⽀援の担い⼿となる⺠間団体が
増えるよう、⽀援の⾔語化や体系化、収⽀モデルの構築、物件調達のモデル化にも取り組む。
■住まいを失う若者を対象としたシェアハウスの運営と、⽀援体制の構築
1年⽬、2年⽬に東京都豊島区にて運営するシェアハウス1拠点（3名定員）を運営し、3年⽬からさらに1拠点（定員7名）拡充する。
⼊居期間は1年を⽬安とし、仕事が安定し⼀⼈暮らしができるようサポート。
■若者の居住⽀援の安定的な物件の確保及び運営財源の確保
居住⽀援は物件の確保と財源の確保が鍵となる。本事業を通じて、理解のある⼤家と連携し、⼤家も安⼼して物件を貸し出せるよう、寄付を中
⼼とした安定した財源の確保にも取り組む。
理解ある⼤家が増え、財源を安定的に確保できる居住⽀援団体が増えるよう、3年間の取り組みやノウハウを積極的に⽂章や動画、イベント等
で発信し、若者の居住⽀援の担い⼿を増やしていくことに寄与。
■⽀援の⾔語化や体系化、収⽀モデルの構築、物件調達モデル化
記事、マニュアル等の作成も⾏い、⽀援ノウハウを他団体に共有し活⽤されるように⽀援団体や不動産業界に発信。

・若者の居場所⽀援の実績とノウハウも豊富で、企業との
パイプが強化されつつあり、物件の確保ができているこ
と、ファンドレイザーの新規雇⽤による寄付の拡⼤に取り
組む⽅針など、実績と今後の成⻑の可能性を評価した。
・型化すること、寄付を広げることに積極的な姿勢は本事
業の趣旨とも合致している。

総額：37,500,000円
内訳：直接事業費 34,320,000円
   管理的経費 1,680,000円
   評価関連経費 1,500,000円

シングルズ
キッズ
株式会社

”もったいないハウス”から
愛着形成を起点とした居住
⽀援スキーム構築事業

関東にてコミュニティスペース”もったいないハウス”付きのアパートを増やし、孤⽴孤独に陥りがちなひとり親家庭、若年⼥性を住まい環境か
らサポート。「すっかり親せき」を合⾔葉にアパートの1階1室に作る”もったいないハウス”の機能は、⼊居者が利⽤でき集える場、⼦ども⾷堂
や近隣NPO法⼈の活動の場、防災活動体験の場等、多機能且つ⼊居者が他者との”関わりしろ”を持つことができる地域に開いた場。”もったいな
い”という看板を掲げることにより地域の多様な世代から”まだ使える家具家電や備品や⾷材”等を募り、⾼齢者に関わってもらいやすい仕組み
に。集う多様な世代から地域の空き家情報等、情報集約し周囲に物件も増やす。
多くのひとり親、若年⼥性は⼼⾝が疲弊し傷つき、愛着形成の観点から他者とのコミュニケーションをとることや継続就労、⾃⽴が難しいケー
スもあるので【安全】な住まいをつくり【安⼼】できる”⾃分と相性の良い⼈”と出会い【探索】活動である”継続して就労する”を⽬指してい
く。
初年度は神奈川県川崎市のアパートでスタート、モデルケース化し他エリアで2棟⽬を増設。ボランティアと当事者を繋ぐ仕組み”とおい親せき
プロジェクト”にて持続可能な⽀援体制を構築。オンラインメンタルサポートの仕組導⼊しオンオフ両⾯からの⽀援体制。⼤家連携や物件活
⽤、⽀援ノウハウと愛着形成に必要な⽀援を型化・発信・他⽀援団体に共有、活⽤していく。

・既に物件に⾒込みがあり、不動産管理のノウハウも備え
ていること、実績連動型マスターリースのパッケージ化や
コミュニティスペース収益による⾚字リスク低減策等、団
体特有の知⾒やノウハウを⾼く評価した。
・「もったいないハウス」や「とおい親せきプロジェク
ト」など、多くの⼈を巻き込む仕組みづくりの発想も優れ
ていると思料。「すっかり親戚」「とおい親戚」というフ
レームワークは他地域でも応⽤しやすく、不動産業者が協
⼒しやすい条件を明確化・⾔語化する点で⼤きな可能性が
期待できる。

総額：37,500,000円
内訳：直接事業費 31,555,480円
   管理的経費 4,444,520円
   評価関連経費 1,500,000円

※助成額は実⾏団体よりご提出いただいた事業計画書・資⾦計画書に基づき算定しています


